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 第 4章から第 7章では，2008年 10月から 2009年 9月までの 1年間の測定データに基づき，







 第 8 章では，第 4～7 章の世帯間の違いによる横断的要因の検討に，世帯内の経時的変化に
よる縦断的要因の影響を加え，両者を同時に分析する方法として，新たな統計分析手法である
マルチレベルモデルを導入し，2008年 10月から 2011年 9月までの 3年間に及ぶ測定データ
に適用している。既に示した建物・世帯規模の拡大や使用機器数の増加，ライフステージの上
昇などが消費量の増加に及ぼす影響を確認すると共に，加齢や機器更新，変革事象前後の意
識・行動変化などの世帯内変化による影響を示している。 
 第 9章では以上の内容を総括すると共に，電力消費量の要因分析にマルチレベルモデルを適
用する際の効用と課題が整理されている。世帯（HEMS）から地域（CEMS）へとエネルギー
消費量の管理の枠組みが拡大し，ダイナミックな消費量予測の必要性が高まりつつある現況下
において，本論文は住宅の電力消費実態を仔細に明示することにより，エネルギー使用効率化
を図る上で有用な知見を与えるものである。さらに，エネルギー消費解析に新たな分析方法を
導入し，その適用可能性と今後の展望を示しており，建築環境・設備分野の研究，並びに，実
務の発展に大きく貢献するものとなっている。 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格があるもの
と認められる。 
備考：審査の要旨は，1,500字以内とする。 
